




















要約;次の 2研究により、子どもの自我発達の過程を究明し、家庭における子どもの健全な

発達を援助していく方策を検討した。その 1.は、情緒障害児の発達要因について、今年度

は母子並行治療に焦点を当てた。まず、予備調査の結果を因子分析し・幼児.児童を対象と

した子どもの状態像に関する尺度、及び母親の性格特性をとらえる尺度を作成した。それ

を治療開始時と終結時に母親と治療者に実施し、子どもに対する認識内容の変容過程を事

例ごとに分析することで、情緒障害児に対する治療のポイントを検討した。並行治療にお

ける親面接の意義を考える時、母親の性格特性を考慮して充分な配慮が必要であることを

理論的にも実証を得た。その 2.は、子どもの健康な自我発達が養育上の人間関係にあると

し、福祉施設の入所児のパーソナリティの健康度に対する指導員の評価に続いて、昨年行

った幼稚園児に対する担任と母親の評価に加えて、今年度は思春期の子どもの健康な自我

発達に焦点を当て、母親の評価と子どもの自己評価の違いを検討した。いずれも、子ども

の生活において、養育者の好感度が子どもの自我発達に大きく影響していることが伺われ

るが、とくに思春期の子どもについては、他人との人間関係に消極的で、不安定になって

いることが分かり、母親の好感的接触が必要であることが認められた。この 3年間行って

きた以上の 2研究は、一方は情緒障害児へのアプローチであり、他方は一般に健常児と認

識されている子どもの心理的な健康度を測ることにより、システムとしての家庭のあり方

を検討してきた。更に検討を深め提言をしていきたい。 


